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第 23 回農薬残留分析研究会

日時 ：平成 12年 8 月 31 日
〜9 月 1 日

場所 ：兵庫県神戸市シ
ー

サ イ ドホテル 舞子 ビラ

主催 ： 日本農薬学会， 農薬残留分析研究会

　第 23 回農薬残留分析研究会 は，明 石 海峡大橋の 袂で あ る

神戸市舞子 で 開催 され ， 参加者は 120名程 で あ っ た．今回

は シ ン ポジ ウ ム と して産官学お よび 民の 各方面か ら 「農薬

残留分析 に携 わる若手研究者へ の 期待
一

残留分析 の 重要性

．一」をテー
マ に ， 開催地で あ る兵庫県の 4 名の先生方に 講

演 をお願 い した．産業面か らは農薬 メ
ーカー

で ある住友化

学工業（株）の瀧本氏に，農薬の規制を行 う行政側と して は

兵庫県立中央農業 セ ン タ
ー

の 大谷先生 に，農薬残留分析に

おけ る最新技術 を研究する側 と して神戸大学の 中出教授，

さらに農薬 が 処理 された 作物 を購入する立 場 で ある消費者

側と して 生活協同組合 コ ープ こ うべ の 岩崎氏か ら講演 が行

われた．

　一般 講演 は 農薬 の 登録 に 係 る作物残留分析法 （2件），

LC／MS を用 い た 残留分析法 の 開発（2件），イム ノア ッ セ イ

を利用 した測定法（1件），作物の 調理加工 に関する検討 （1

件）t 農産物中の 残留実態調査 （1件）に分類 され た．

　以下 に，シ ン ポ ジ ウ ム ，話題提供，
…

般講演 の 順 で概要

を紹介す る．

　 シ ン ポ ジ ウ ム

　残留農薬の 免疫化学測定法

　　　　　　　　　　　　 中田 昌伸 （神戸大学農学部）

　残留農薬 の 測定 に お けるイム ノ ア ッ セ イの 原理 お よび 応

用例に つ い て紹介さ れ た．原理 に つ い て は 基本的な説明 か

ら ， さ らに、ハ プテ ン の 分子設計 で は カ ル ボ キ シ ル 基を導

入する位置 に よっ て抗体の特異性 と感度が異な る の で ， そ

の デザ イ ン は重要で あ る と実際の 検討結果を示 しなが ら報

告さ れ た．応用例 と して除草剤 ， 殺虫剤 ， 殺菌剤 に分け て

その 適応性 に つ い て文献の 結果も交えて報告さ れ た．また，

市販 され て い る イム ノ ア ッ セ イキ ッ トの バ リデーシ ョ ン に

つ い て も報告 され た．

　消費者サイ ドに お け る農薬残留分析結果の 活用事例紹介

　（コ
ープ こ うべ の フ

ー
ドプ ラン の 取 り組み か ら）

　　　　　　　　岩崎　登 （生活協同組合 コ
ープ こ うべ ）

　全国で最大規模の 生活協同組合である コ ープ こ うべ が取

ワ組ん で い るフ
ー

ドプラン （環境 に 配慮しなが ら，で きる

だ け農薬を使用しない で栽培する農法を研究開発し， 「より

安全 ・
安心 で お い しい 食べ 物」を作 り出す運動）につ い て

紹介され た．フ
ー

ドプ ラ ン で は 学識経験者 も入 っ て栽培 に

関する暫定 ガ イ ドライ ン を作成 し，そ の 後生 産者も絡め て

実際に栽培可能な レ ベ ル の ガイ ドライ ン を策定す る．農薬

の 使用量 と して は農水省の 基準の 1／2 以下 と し，そ の 残留

農薬基準は 国の 基準の 1／10以下 として い る．特 に果菜類 で

は基準の 達成が 困難で ある と紹介があ っ た，

　農業生産現場に お け る農薬作物残留実態と安全使用対策

　 の 取 り組 み

　　　　　　大谷良逸 （兵庫県立中央農業技術セ ン タ
ー

）

　植物防疫事業の歩み，農薬取締法と関係法令の制定，水

稲 の 収量 の 推移 を説明され， 農薬 が 果 た して きた役割 に つ

い て紹介され た．さらに，農業生産現場に お け る農薬安全

使用技術を確立す る為 に 実施された 農薬 の 作物残留実態調

査，4適運動 （病害虫防除 に当っ て適期に適剤を適切 な方法

で 適量散布する），残留農薬 の 収穫後の 消長 と そ の 除去技術

に つ い て 報告 され た．

　農薬残留分析に携わ る若手研究者へ の 期待

　
一

残留分析 の 重要性 ；農薬の 安全性評価 の 観点か ら
一

　　　　　　　　　　　 瀧本善之 （住友化学工 業 （株））

　農薬の 安全性評価 は 潜在的 な毒性 と実場面 で の 曝露の 両

面から行 う必要があ り，残留分析 の 目的は作物 ， 加工 品等

を通 じた消費者， 環境 で の 挙動 を通 じた非標的生物，散布

作業者お よび 各種毒性試験 に お け る被験生物の曝露量の 把

握 に あ る こ とを踏 まえて，用 い る残留分析法の 妥当性 に つ

い て ， さ らに ， 若手研究者へ の期待に つ い て講演 さ れ た．

特に ，残留分析分野 の 今後の 課題 と して 代謝物を含め た分

析法の 体系化， 作物残留予測 ， 作物残留値の 解釈 ， 環境シ

ミュ レ
ーシ ョ ン モ デル の 実証デ

ー
タの 取得，お よび環境試

料 の 測定値の 解釈 の 必要性 を報告 さ れ た．

　話題提供

　第 12 回 力 1）フ ォ ル ニ ア農薬残留 ワーク シ ョ ッ プ

　　　　　　　　　　　 斎藤　勲 （愛知県衛生研究所）

　 平成 12年 3 月 25 日〜31 日 カ リフ ォ ル ニ ア 州 ヨ セ ミ テ

で 開催 さ れ た 第 12 回 カ リ フ ォ ル ニ ア 農 薬残 留ワーク

シ ョ ッ プの 参加報告につ い て講演を頂 い た．開催 4 日 目に

行わ れ た 「国際的な残留農薬規制 と検査体制」に つ い て は

米国，
EU

，
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究所 の 永山先生が規制の 現状および違反状況などが実例を

添えて報告され て い た と紹介され た．

　第 3 回 ヨ
ーロ ッ

パ 農薬残留ワークシ ョ ッ プ

　　　　　　　　　　　　　玉川重雄 （S．T．オ フ ィ ス ）

　隔年 で開催さ れ て い る第 3 回 ヨ
ー

ロ ッ パ 農薬残留 ワーク

シ ョ ッ プ （イギ リス，ヨ
ーク市）の 参加報告が行われた．

簡易
・
迅速分析法の 開発へ の 取 り組 み で は，前処 理 の 省略 ，

高感度化 ， さらに ミクロ 化が進め られて い る こ と，ギ リシ ャ

で は オ リーブの 摂取量 が非常に多く，その 残留分析 の 重要

性 に つ い て報告 されてい た と紹介され た．

　
一
般講演

　1． オキサ ミル の 高速液体 ク ロ マ トグラフ （UV 検出器）

　　　を用 い た作物残留分析法

　　　　　　　　 西 田真由美ら （（財〉残留農薬研究所）

　オ キサ ミル は 登録保留基準試験法に お い て は オ キサ ミル

オ キシ ム と して トータ ル 法 で分析 さ れて お り，食品規格基

準試 験法 で は ポ ス トカ ラ ム 反 応螢光検 出器 を用 い た

HPLC 分析法に よ る オ キサ ミル の 直接分析が 行わ れ て い

るが ， 今回， 紫外吸光検 出器 を用 い た直接分析法 と して 確

立 した．概要は ア セ トン 抽出 → c18−cc → 多孔性ケ イソ ウ

土 カ ラム → SI−CC → HPLC （UV ）で あ る．

　2．　 テ プ ラ ロ キ シ ジ ム の 作物残留分析法に つ い て

　　　　　　　　 小林　茂ら （（株〉日曹分析 セ ン タ
ー）

　HPLC （UV ）を用 い たテプ ラ ロ キシジム の み の 分析法 （P

法）とその 4代謝物 も分 析対象と し た酸化 お よび エ ス テル

化反応過程を含ん だ GC ！MS を用 い た同時分析法 （C 法）

を検討 し，確立 した．実際に 当薬剤が 処理 された作物残留

試料の 分析に お い て は C 法 に よる分析結果 の 方 が 高値 を

示 した．

　3． LC ／MS に よるクロ ル メ コ ー
トの 分析

　　　　　　　水越
一

史ら （（財）日本食品分析 セ ン タ
ー）

　 ク ロ ル メ コ
ー

トの 告示法は 数種 類 の カ ラ ム 精製後 ，
フ ェ

ニ チル チオ誘導化の 過程 を含 ん だ 煩雑なもの で あ るが，今

回 ，
LC ／MS を用 い て クロ ル メ コ

ートの 直接分析法 を検討

し，確立 した．概要は 含水 メ タ ノ
ー

ル抽 出→ イオ ン 交換 CC

→ Al −CC → LC ／MS で ，分析時間も従来の 約 1／2に 短縮

され た．

　 4． LCIMS に よ る農薬の 分析

　　　　　　　　米久保淳 ら （日本 ウ ォ
ーターズ （株）他）

　 1999年保留基準が新規に 設定 され た農薬 の LCIMS で

の 測定を環境水，食品，大気に つ い て検討した．環境水 で

は 1999年に 監視項 目に追加 された 11農薬 の
一

斉分析 を検

討 し，指針値の 1／10で の 検出が可能で あ っ た．食品に つ い

て は ， 衝突解離（CID ）を利用 し て フ ラ グメ ン トイオ ン を生

成させ ，複数イオ ン で の検出に よる同定精度を向上 させ た

分析法を確立 した ．大気試料 で は ス チ レ ン
ー

ジ ビ ニ ル ベ ン ゼ

ン 系の 多孔質ポ リマ
ー

を吸着剤 として定量する
一

斉分析法

を確立した ．さ らに，従来法 で は 測定が困難 であっ た マ ネ

ブ類の 海水 と大気試料 の LC ／MS の 分析法を確立した．

　5． 免疫化学測定法に よ る河川水中の メフ ェ ナ セ ッ トの

　　　測定 （II）

　　　　　　　　 石 井康雄 ら　（農業環境技術研究所他）

　イム ノ ア ッ セ イを利用 した 残留農薬 の 測定 の
一

環 と し

て ， 今回既に確立 され た メ フ ェ ナセ ッ トの ELISA 法を用

い て，利根川 ， 鬼怒川，小貝川お よび 土浦用水の 水中濃度

を測定 した．メ フ ェ ナ セ ッ トの 河川水中で の 消長は適用作

物で あ る水稲 の 栽培形態，特に 田植え と関連 が あ り，また，

鬼怒川ではその 河 川流域の 使用状況 を反 映 して い た．

　 6．　 トマ トの 加 工 調理過程 に お け る農薬 の 挙動

　　　　　　　　　荻山和裕ら （（社）H 本植物防疫協会）

　実際に オ キサ ジ ル ，TPN ，イプ ロ ジ オ ン
，
　MEP ，エ トフ ェ

ン プ ロ ッ クス を処 理 して 調製 した トマ トを用 い て，加工調

理過程 （へ た除去 ， 洗浄，湯む き，煮沸）に お け る農薬 の

消失 を検討 し た．へ た 除去および洗浄で の 除去効果 は ほ と

ん どな く， 湯 むきでは残留量は大幅 に 減少 し， 残留農薬 の

大部分が果皮に存在 して い るこ とを示 した．煮沸に よ る除

去率は 薬剤 に より異な っ て い た，

　7．　 多成分
一

斉分析に よる農作物中の 残留農薬実態調査

　　　（1995〜1999年度）

　　　　　　　　　　秋山由美 ら （兵庫県立衛生研究所）

　 1995 年か ら 1999年 の 間に，兵庫県内 で 市販 され た農作

物の 残留農薬量を多成分
一

斉分析法に より測定した．農薬

の 検出率は調査対象農薬の 増加 に 伴 っ て年 々 増加 して い

る，輸入農作物で は検 出され た 作物の 約 75％が複数農薬 の

残留が あっ た．国内産の 野菜で は トマ ト，
ピ
ー

マ ン の 果菜

類 ， 果実で は イチ ゴ
， カキ，ブ ドウ，メ ロ ン ，リン ゴ で検

出率 が 高か っ た．複数農薬の残留例 で は，有機 リン 系，ピ

レ ス ロ イド系 ， カーバ ー
メ
ー

ト系等の 殺虫剤 と含窒素系殺

菌剤 の 組 み合わせ が 多か っ た．

　 エ キス カ
ー

シ ョ ン

　 エ キス カーシ ョ ン と して ，
2H 目の 午後か ら明石海峡大

橋 を横断 して有数 な切花の 産地 で あ る 淡路島で 開催 されて

い た 「ジ ャ
パ ン フ ロ

ー
ラ 2000」と兵庫県が 国営開発農地 を

借 り受け て運営して い る 「あわじ花さじき」を見学 した，

　　　　　　　　　　　開催幹事 ：門岡織 江，大谷良逸
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